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３章 チェーホフ作品における家族像（1890-1904） 
――サハリン島渡航後のチェーホフ作品に現れる欠けた家族 
 
内田 健介 
UCHIDA Kensuke 
 
はじめに 
 1890 年春、この頃既に一流の作家として活躍していたアントン・チェーホフは、突如罪
人たちが送られるシベリア地方へ向かい、そしてその先にあるサハリン島へと調査旅行に
向かった。 
それまで短編小説家や劇作家として創作を行ってきたチェーホフにとって、ジャーナリ
ストのように現地調査を行い、その活動で得られた統計情報をまとめた『サハリン島』は
ひときわ異彩を放っている。この著作『サハリン島』については既に様々な視点から論じ
られており1、近年ではチェーホフがサハリン島で実際に調査に使用したアンケートまで出
版されている2。 
本稿では『サハリン島』を直接論じるのではなく、サハリン島から帰還後に執筆した彼
の小説作品や戯曲に描かれた家族の関係性を分析し、サハリン島の影響がみられるのか、
そして各作品に共通する特徴があるのか、どのような家族関係が描かれているのかを論じ
ていく。そして、サハリン島渡航以前の作品との比較を通じて、彼の描く家族像にサハリ
ン島の経験がどのような影響を与えたのかを論じるものである。ただし、本論で扱う「家
族」とは、夫婦間の関係（婚姻関係）は含まず、親と子の関係を中心にした血縁関係に分
析対象を限定していることを予めお断りしておく。 
 
 
１ サハリン島以降の作品に描かれる家族について 
のちにチェーホフの友人や親族が、作品に描かれた人物にはモデルがいたことを指摘し
ているように、無数の短編作品を残したチェーホフは身近にいる人物や事件などを素材に
作品を創作していた。サハリン島における調査においてもチェーホフは様々な人物に会
い、サハリン島に暮らす流刑囚のほぼ全員と会話を交わしたのだが、彼は亡くなるまでサ
ハリン島については著作『サハリン島』で調査結果のみを発表するだけで、サハリン島を
舞台にした作品やそこで暮らす人々を描いた小説など創作作品で描くことは決してなかっ
た。サハリン島より帰航途中の船旅の情景に着想を得た『グーセフ』（1890年 12月 25日
発表）や、流刑地シベリアを舞台にした『流刑地で』（1892年 5月 9日発表）、登場人物が
殺人の罪で囚人としてサハリン島へ送られる『殺人』（1895年 11月発表）などの作品はあ
るが、サハリン島内部の人々の生活を描くなど、実地調査を創作に活かそうとはしなかっ
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たのである。そのため、サハリン島での経験をもとに、彼がサハリン島で暮らす家族関係
を直接描いたことはもちろんない。そこで作品に描かれる家族にこの旅行が与えた影響
は、彼の渡航後の作品に描かれる家族がそれ以前の作品とどのように変化していったのか
を分析することで明らかにしていく。 
筆者はサハリン島に渡航する 1890年以前にチェーホフが作品に描いた家族について既
に分析を行っている3。その結果、これまで彼が発表した作品に登場する家族には、愛情の
方向が親から子に対するものであること、そして子供の方ではその愛情に理解を示さない
という特徴が認められた。また、金銭問題が家族のあいだに関わるとその関係が壊れてい
く傾向も、チェーホフの描く家族関係の特徴である。 
それでは、サハリン島へ渡航後にチェーホフが発表した作品で描かれる家族には、どの
ような特徴があるのであろうか。1904年に彼が亡くなるまで残した作品を家族に注目して
見ていくと、奇妙な特徴があることがわかっていく。それが「欠けた家族関係」とも呼ぶ
べき状態である。大部分の作品において、登場人物が家族という関係を有する場合、家族
関係が作品において重要な意味を持っていようが持っていなかろうが、家族の誰かしらが
亡くなっているのである。 
 例えば、『決闘』（1891年 10月発表）では登場人物の家族関係は物語に直接関係ないの
だが、主人公のラエーフスキーには母親しか肉親がいないこと、その愛人のナジェージダ
は母親を既に亡くしたことがわざわざ語られている。ナジェージダの父親についての言及
はなく生死は明確ではないが、物語の中心人物である二人とも両親のどちらかを亡くして
いる。 
続く『隣人たち』（1892年 7月発表）は、ある家族に起きた事件が扱われている。ジー
ナという若い女性が妻子ある男と関係を持ってしまい、彼女の兄ピョートルが連れ戻そう
とするところから物語は始まる。この兄妹の父親は登場せず、娘の行為に反対するのは母
親しかいないため、おそらく父親は既に死んだ設定だと考えられる。そして、欠けた家族
はジーナだけでなく、愛人ヴラーシチも同様である。彼は妹を連れ戻しに訪れたピョート
ルに、自分の父と祖父の死について語ることで、彼の家族も欠けていることが明らかにさ
れるのである。この彼の家族の死は物語にほぼ無関係のため一層奇異な印象を与える。 
精神病棟を舞台にした『六号室』（1892年 11月発表）では、患者の一人グローモフが精
神病を患う背景に、父と母、兄を立て続けに亡くしたことが関係していることが語られて
いる。 
『無名氏の話』（1893 年 2月発表）でも欠けた家族が登場している。題名にある通り名
前のない主人公は、オルローフという主人の元で働いているが、その主人の愛人として登
場するジナイーダが父と母を亡くした女性として描かれている。そして、物語の終盤では
オルローフとジナイーダのあいだに未婚のまま子供が生まれるのだが、彼女は出産直後に
子供を残して服毒自殺をしてしまい、子供は生まれてすぐに母親を亡くし、家族が欠けた
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状態が生み出されている。また、オルローフには父親がおり、その人物こそが主人公が暗
殺しようとするターゲットという重要な人物のため、何度か登場するが、母親は登場せず
明言はされていないが、既に亡くなっているとすれば彼も片親を亡くしていることにな
る。 
自分にしか見えない幻覚という精神病を扱った『黒衣の僧』（1894年 1月）でも、主人
公のコブリンは父と母を亡くしており、さらにその結婚相手となるターニャも父親と二人
暮らしで母親がおらず、家族の誰かが欠けている。 
同時期の『女の王国』（1894年 1月発表）においても、主人公アンナ・アキーモヴナが
若くして工場を引き継ぐことになったのは、父と母が死んだためである。彼女は事あるご
とに死んだ父と母を思い出し、両親が生きていた頃の工場と自分が経営するようになった
工場の状態を比べている。 
短編『地主屋敷で』（1894年 8月）では、平民身分の主人公がある家庭に客として訪れ
る。その屋敷には貴族階級の父パーヴェルと 2人の娘のジェーニャとイライーダがいる 
のだが、ここでも母親が亡くなっており欠けた家族として描かれている。 
中編『三年』（1895年 1月発表）では、一人の男の結婚生活が描かれている。この作品
においても、主人公ラープチェフの母は物語が始まった時点で既に病死していることが示
され、ラープチェフがプロポーズし、のちに結婚する相手のユーリヤも同じく母親を亡く
していることが言及され、母親を亡くした者同士の結婚となっている。そして、物語の途
中ではラープチェフの姉が二人の娘を残して早くに病死することや、ラープチェフ自身も
娘をジフテリアで亡くすことで、欠けた家族が新たに二つ生み出されている。 
家庭の事情で裕福な老人と結婚する若い女性を描いた『首の上のアンナ』（1895年 10月
発表）では、主人公アンナは母親を亡くしている。また、その死が父親を酒浸りにさせ、
彼女が好きでもない男と結婚する原因を作り出している。アンナは結婚して家を離れた後
に父親と何度か顔を合わせるものの、作品では二人の間の会話が一切描かれないという特
徴も持っている。 
ある殺人事件を扱った『殺人』（1895年 11月発表）においても欠けた家族が登場してい
る。主人公でも被害者となるマトヴェイは、病気のため仕事が続けられず妻と娘を連れて
故郷の親戚の元に身を寄せる。その親戚家族は母親を亡くしているのである。最後にマト
ヴェイはこの親戚家族に殺されてしまうのだが、これによってマトヴェイの娘は父親を亡
くすという結末にもなっている。 
男性をたぶらかす美しい女性を描いた『アリアドナ』（1895年 12月発表）では、語り手
であるシャモーヒンは母親がなく、欠けた家族となっている。また、父親は物語に登場す
るものの親子の会話はこの作品でも描かれていない。 
『中二階のある家』（1896年 4月発表）でも、舞台となる家に暮らすヒロインのミシュ
スは姉と母と暮らしているが、大臣を務めた父親は既に亡くなっていることが冒頭で明ら
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かにされている。 
上流階級として得られる実入りの良い仕事を捨て、労働者として生きようとする男を描
いた『私の人生』（1896年 10月発表）。この物語の主人公ミサイルも母を亡くしている。
さらに、物語に登場するアジョーギン家という家族でも父親が欠けており、ミサイルが就
職することとなる駅で暮らすチュプラコフ家も父親を亡くしている。加えて、ミサイルと
物語の途中で結婚するマリヤ・ヴィクトロヴナまでもが母親を亡くしている。そして、こ
れらの欠けた家族だけでなく、物語のクライマックスではミサイルの姉クレオパトラが不
倫相手との子供を残して病気で亡くなってしまい、新たに欠けた家族が誕生する結末とな
っている。 
『生まれ故郷で』（1897年 11月発表）では、主人公ヴェーラは母をだいぶ前に亡くして
おり、さらに三か月前に父親が死んだことで、祖父の住む故郷に帰るところから物語が始
まる。また、ヴェーラの家で雇われている従者も母親を亡くしており、実の父親を知らな
いことを主人のヴェーラに打ち明けるエピソードが挿入されている。 
馬車のなかでの短い会話を描いた『荷馬車で』（1897 年 12月発表）でも主人公の教師マ
リヤは 10歳の頃に父と母を亡くしたことが、作者によってわざわざ説明されている。 
工場主として暮らす病身の娘とそこに診療に訪れる医師の交流を描いた『往診中の一事
件』（1898年 12月発表）。この作品でも、主人公の医師コロリョーフが診療に訪れる娘リ
ーザは、半年前に父親を亡くしていることが明らかにされている。 
一人の男の自殺を扱った『職務の用事で』（1899年 1月発表）では、ピストル自殺した
男の検視に医師と判事が送られる。彼らに関する家族の情報は特に物語では描かれていな
いのだが、二人が事件現場の街で宿泊することになるタウニツ家では父親と娘 4人が暮ら
しており、会話のなかで 2年前に妻を亡くしたことが判明する。また、自殺した男にも妻
子がいたこともここでは言及されており、父親を失った家族が生み出されているともいえ
るだろう。 
商人ツィブーキン家を舞台に家族のなかでの争いを描いた『谷間』（1900年 1月発表）
でも、その家族は欠けた状態である。父ツィブーキンには二人の息子がいるが、彼の妻、
つまり息子たちの母親は亡くなっており、のちに父親はワルワーラという女性と再婚する
のである。それだけでなく、長男アニーシムの結婚相手となるリーパには、肉親が母プラ
スコーヴィヤしかおらず、こちらも欠けた家族である（父親に関する言及は一切ないため
生死は不明）。そして、このアニーシムとリーパのあいだには息子が生まれるが、物語の
クライマックスで弟嫁のアクシーニヤに殺され、夫のアニーシムも贋金作りの罪でシベリ
ア送りとなり、リーパと母親もツィブーキン家から追放されるという結末を迎える。 
高位の聖職者となった息子と母親の交流を描いた『大主教』（1901年 3月発表）では、
主人公ピョートルとその母マリヤの関係性が物語の中心だが、既に父親を亡くしているこ
とも語られ欠けた家族であることが明らかになっている。さらに、マリヤが息子の元に一
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緒に連れてきた孫娘も病気で父親を亡くしており、二組の家族が欠けた状態で描かれてい
る。 
チェーホフの最後の小説作品『いいなずけ』（1903 年 12月発表）では、中心人物全員の
家族が欠けた状態である。主人公のナージャは父親を、その結婚相手となるはずのアンド
レイは母親をそれぞれ亡くしている。そして、ナージャがアンドレイとの婚約を破棄する
きっかけを作る親戚のサーシャも母親が亡くなっており、全員の家族が欠けた状態となっ
ているのである。 
このようにサハリン島渡航以降の作品に登場する家族を見ていくと、ほぼすべてと言っ
ていいほどに登場人物の家族の誰かが欠けている。作品のなかには家族が欠けたことが物
語で大きな影響を持っているものもあれば、わざわざ家族の死を情報として読者に与える
必要性がないように思われるものもある。しかし、サハリン島渡航を境にして、これだけ
の数の欠けた家族が描かれているのは、非常に奇妙な特徴である。 
もちろんチェーホフはすべての作品で家族を欠けさせているわけではない。家族の誰も
欠けていない作品もサハリン島渡航以降に残している。例えば、『女房たち』（1891年 6月
発表）や『百姓たち』（1897年 4月発表）、『ペチェネーグ人』（1897年 11月発表）、『イオ
ーヌイチ』（1898年 9月発表）、『子犬を連れた奥さん』（1899年 12月発表）では家族は欠
けておらず、両親と子が登場している。 
ただ、これらの作品を見ていくと、農村に暮らす家族を描いた『女房たち』では、老人
ジュージャの家庭が舞台であるにもかかわらず、ジュージャの 2人の息子の妻どうしか、
姑と嫁のあいだの会話しかなく、親子のあいだの会話はなぜか交わされないという奇妙な
特徴を持っている。これは同じように農村の家族を描いた『百姓たち』でも同様である。
この作品には主人公ニコライを中心に、ニコライの家族（妻と娘）、彼の 2人の兄のそれ
ぞれの家族、そして彼らの父と母と 4世帯が登場する。どの家族も父母と子供で構成され
ており、欠けた家族は存在しないが、ここでも家族のあいだの会話が夫婦のものしかない
のである。物語は常に妻どうしや姑との会話、子供同士の会話だけで語られ、親子の会話
は描写されないのである。『ペチェネーグ人』でも、主人公が宿泊することとなる農園に
夫婦と息子二人の家族が登場するが、夫婦の間の会話のみで親子のあいだの会話はないま
ま終わっている。このほか『子犬を連れた奥さん』では妻子ある主人公グーロフの不倫を
めぐる話が中心で、彼の家庭の様子はほぼ描かれず、『イオーヌイチ』でも主人公イオー
ヌイチと、彼が結婚を申し込むトゥールキン家の娘エカテリーナのあいだの会話が中心で
親子の会話はわずかとなっている。 
 驚くことにこの欠けた家族が作品において描かれるという特徴は、小説作品だけでなく
サハリン島渡航以降に書かれた戯曲作品にも当てはまる。例えば、『かもめ』（1896年）で
は主人公トレープレフは父親を、ヒロインのニーナは母親をそれぞれ亡くしている4。続い
て発表された『ワーニャ伯父さん』（1897年）においても、登場人物は同様に家族の誰か
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を亡くしている。主人公ワーニャは父親と妹を亡くし、その妹の娘であるワーニャは母親
を亡くしているのである。『三人姉妹』（1901年）ではプローゾロフ家の姉妹は両親を亡く
しており、幕開きでは父の死に関する台詞で開始されるのである。そして、チェーホフ最
後の戯曲となった『桜の園』（1904年）でも屋敷の女主人ラネーフスカヤは亡き母を、そ
の兄のガーエフは亡き父の思い出を語るように彼らの両親は既にこの世にいない。さらに
ラネーフスカヤの夫、つまり娘のアーニャは父を亡くしており、ここでも家族関係は欠け
ているのである。このほかの登場人物の商人ロパーヒンや学生トロフィーモフも台詞から
父親が既に死んでいることは明らかで、家庭教師シャルロッタにも死んだ両親について語
る場面が設けられている。 
 サハリン島以前の作品に登場する家族と、それ以降の作品を比べたとき、この欠けた家
族が描かれているというのが何よりも大きな変化だと言える。いったいサハリン島でチェ
ーホフの家族観に影響を与えたものは何だったのであろうか。 
 
 
２ サハリン島でチェーホフが見た独特な家族のかたち 
 チェーホフがサハリン島に到着したのは、出発から約 3ヶ月後の 7月 10日であった。そ
れから 10 月 13 日までの 3 ヶ月間、チェーホフはサハリン島に点在する数々の集落を移動
しながら、そこに暮らす罪人やその家族に対して一人一人に聞き取り調査を実施し、その結
果を自作のカードに記録していったのである。 
彼が住民の調査に用いたこのカードには、住所、身分、名前、年齢、信仰、職業、学歴、
そして、家庭状況を記入する欄をチェーホフは設けている。家庭状況の欄については、サハ
リン島の家族について次のようなコメントがなされている。 
 
Нигде в другом месте России незаконный брак не имеет такого широкого и гласного 
распространения и нигде он не облечен в такую оригинальную форму, как на Сахалине.5 
ロシアの他のどこを探しても、法的でない婚姻関係（内縁関係―筆者）がサハリンほど
広範に、そして公然に普及しているところはないし、サハリンのような独特のかたちを
とっている場所はない。 
 
ここで「独特のかたち」という表現が使われているように、囚人たちの流刑地であるサハリ
ン島でチェーホフが目の当たりにした家族関係は彼がこれまで属していた世界で暮らす家
族とは大きく異なったものであったことがわかる。 
 
Слова «женат, вдов, холост» на Сахалине еще не определяют семейного положения6 
「既婚者、やもめ、独身者」という言葉では、サハリンにおける家族の状態を明確にで
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きないのだ 
 
このようにその複雑さをチェーホフは記録している。罪人の流刑地であるサハリンだが、彼
らは監獄に入れられているわけではなく、サハリン島の各地域で労役に従事しながら、その
多くが家庭を営んでいるのである。当局側も本来であれば違法である正式な婚姻関係でな
い交際について、島の秩序を安定させる効果や植民を進展させるために黙認し、奨励すらさ
れているとチェーホフは指摘している。 
 
Незаконное, или, как называют здесь, свободное, сожительство не встречает себе 
противников ни в начальстве, ни в духовенстве, а, наоборот, поощряется и 
санкционируется.7 
法的でない、またはここで名付けられているように、自由な同棲は当局にも聖職者のあ
いだにも反対者は一人もなく、逆に奨励され承認されているのだ。 
 
 サハリン島に送られてくる女性の罪人について、チェーホフはその大部分が夫殺しや姑
殺しといった家族関係の犯罪で送られてきていることを指摘している8。そして、この女性
の囚人たちがサハリン島でどのような運命を迎えるのかについて、チェーホフは詳しく説
明している。サハリン島には石炭の採掘といった重労働しかなく、女性が行えるような労役
は存在していない。そのため、女性たちは到着すると、若く美しい女性は、囚人ではなく役
人たちの女中として迎え入れられる可能性があり、それ以外の女性たちはサハリン島で暮
らす囚人の妻として迎え入れられるのである。こうした配分を行うのはサハリン島の役人
たちであり、模範的な囚人や裕福な囚人など役人たちに気に入られているものから順番に
女性が与えられる仕組みとなっている9。 
 
 チェーホフはサハリン島での女性囚の扱いについて、以下のように書いている。 
 
Каторжных работ для женщин на острове нет. (…) Каторжных женщин тюрьма 
совершенно уступила колонии. Когда их везут на остров, то думают не о наказании или 
исправлении, а только об их способности рожать детей и вести сельское хозяйство.10 
女性向けの懲役労働は島に無い。（略）刑務所は女性懲役囚を完全に植民地にゆずった
のだ。彼女たちを島に連れてくる時点で、刑罰や強制など考えられておらず、ただ彼女
たちが子供を産み、農業を営む能力だけが考慮されている。 
 
サハリン島にある各地区に送られた女性たちは、その地区の独身男性たちと一つの建物に
入れられたあと、まるで集団お見合いのように、男性が気に入った女性にアプローチをし、
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お互いが合意した段階で結婚が成立するのである11。夫と共に島にやってきた女性以外は、
ほとんどの女性囚がこうして内妻になるとチェーホフは記している。これらの法律にもと
づかない結婚をした家族をサハリン島では、「自由家族」（свободная семья）と呼んでいる12。
チェーホフの調査によれば、サハリン島では合法的な家族が 860 組、自由家族は 782 組と
あり、多くの人々が正式な結婚ではない自由家族として暮らしていた13。しかしながら、女
性たちに一切の人権がなく、強制的な結婚が行われていたわけではない。実際に拒否する例
があったこともチェーホフは示している。 
 このサハリン島独特の家族のかたち「自由家族」も、もちろん一様ではなく様々な家庭に
チェーホフ自身遭遇している。 
 
А некоторые каторжные женщины говорили мне, что дома в России от мужей своих они  
терпели только озорства, побои да попреки куском хлеба, а здесь, на каторге, они 
впервые увидели свет. «Слава богу, живу теперь с хорошим человеком, он меня жалеет». 
Ссыльные жалеют своих сожительниц и дорожат ими.14 
数人の女性囚たちは私に、ロシアでは一切れのパンのために夫からの乱暴、殴打、叱
   責に耐えていたのに、ここ懲役地ではじめて光を見出したと語ったのだ。「おかげさ
   まで今では良い人と暮らしています。彼は私をいたわってくれます。」流刑人たちは
   同居人をいたわり、大切にしているのだ。 
 
女性囚の多くが家庭内の問題で起こした犯罪でサハリン島に送られているためか、このよ
うにむしろサハリン島で幸せを見つけた女性が少なくなかったのである。もちろん夫婦喧
嘩が起こることはあるが、「自由家族」は法による拘束がないため、嫌になれば別の男と家
庭を持つことが可能である。そのため、男の方でも女性を大事にすることをチェーホフは指
摘している。 
 その一方でまったく愛情も何もない「自由家族」も存在している。二人で一緒に暮らして
はいるが、お互いに他人のままで相手について何も知らない夫婦や、女性が娼婦として商売
を始めれば収入になると歓迎する夫の家庭などもチェーホフは目の当たりにしている。そ
うした家族について、彼は以下のように感想を漏らしている。 
 
эти семьи отталкивают своею искусственностью и фальшью и дают почувствовать, что 
тут, в атмосфере, испорченной тюрьмою и неволей, семья давно уже сгнила, а на месте 
ее выросло что-то другое.15 
これらの家族はその不自然さと偽善さによって反感を買い、さらに、刑務所と強制に
よって損なわれた雰囲気の中で、家族などもう腐りはて、代わりに何か別のものが生
まれてきたという感覚を与える。 
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女性が男性と一緒にならずに生活しようとしたのならば、サハリン島では娼婦になる以外
に収入を得る方法はなかった。酷い親になれば、年端もいかぬ自分の娘を娼婦として働かせ
ている親もいたのである。ここで使われている「家族などもう腐りはて」という言葉が印象
的である。 
 囚人としてではなく、罪人である夫の付き添いで来た女性たちの暮らしについてもチェ
ーホフは記している。サハリン島では既に述べたように女性ができる仕事は、ある一つの仕
事を除いてほとんど存在していない。彼女たちは困窮のためにその唯一の仕事、体を売り始
め、その娘たちなどもその商売が可能になると親によって始めさせられたり、金持ちの役人
たちのところへ送られるのである16。彼女たちにとっては法律上の正式な結婚こそが苦しみ
の源泉なのである。 
 チェーホフはサハリン島渡航以降、『隣人たち』や『子犬を連れた奥さん』、『決闘』など
多くの作品で正式な結婚でない関係、いわゆる不倫を描いているが、このサハリン島で触れ
た「自由家族」が少なからず影響しているように思われる。そして、チェーホフが作品の登
場人物の家族を欠けた状態で描いていたのも、こうしたサハリン島で見た「自由家族」とい
う独特な関係性が影響を与えていたのではないだろうか。 
 また、チェーホフはこの調査において、家族のなかの子どもという存在にも注目している。 
 
близость детей оказывает ссыльным нравственную поддержку и живее, чем что-либо 
другое, напоминает им родную русскую деревню; к тому же заботы о детях спасают 
ссыльных женщин от праздности17 
子どもがそばにいることは流刑囚に道徳的な支えを与え、他の何よりも故郷ロシアを
生き生きと思い起こさせる。加えて子供たちの世話は女性囚たちを無為から救ってく
れるのだ。 
 
самые полезные, самые нужные и самые приятные люди на Сахалине - это дети, и сами 
ссыльные хорошо понимают это и дорого ценят их.18 
サハリン島で最も有益で、最も必要で、最も気持ちの良い人間、それは子どもたちであ
り、流刑囚たちもそのことを良く理解していて子どもたちを大切に扱っている。 
 
このように流刑地サハリンでは子どもという存在が囚人たちにどれほど秩序を生み出して
いるかチェーホフは指摘している。そして、「自らは潔白である子どもたちがこの世で最も
愛しているのは不道徳な母親であり盗人の父親なのだ」19と子どもから親への愛情について
記している。 
このほか住人たちの調査をする中で出会った一人の 10歳くらい子どもと交わした会話を
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チェーホフは記している。 
 
— Как по отчеству твоего отца? — спросил я. 
— Не знаю, — ответил он. 
— Как же так? Живешь с отцом и не знаешь, как его зовут? Стыдно. 
— Он у меня не настоящий отец. 
— Как так — не настоящий? 
— Он у мамки сожитель. 
— Твоя мать замужняя или вдова? 
— Вдова. Она за мужа пришла. 
— Что значит — за мужа пришла? 
— Убила. 
— Ты своего отца помнишь? 
— Не помню. Я незаконный. Меня мамка на Каре родила.20 
「君のお父さんの父称は何かな？」私は質問した。 
「知らない」と彼は答えた。 
「どうして？ お父さんと一緒に暮らしているのにお父さんがどう呼ばれているか知らな
いなんて？ 恥ずかしいよ。」 
「僕のところにいるあの人は本当のお父さんじゃないの。」 
「なんだって、本当のじゃない？」 
「あの人はお母さんの同居人さ。」 
「君のお母さんは結婚しているの、それとも未亡人なの？」 
「未亡人だよ。お母さんは旦那のために来たんだ」 
「旦那のためってどういうこと？」 
「殺したんだ。」 
「お父さんのことは覚えているの？」 
「覚えてない。僕は私生児なんだ。ママはカラ（外バイカル地区のシールカ川の支流―筆者）
で僕を産んだんだ。」 
 
サハリン島でチェーホフはすべての子どもたちに接したと豪語しているが21、交わした会話
が記されているのはこの部分のみである。この会話は友人の法学者アナトーリイ・コーニ宛
の手紙でも書かれており、こうした片親や両親を亡くした子どもたちの存在はチェーホフ
に強い印象を与えていたと考えられる22。 
サハリン島渡航以前にチェーホフが描く家族関係では、親から子に対する愛情が描かれ
ているという特徴を有していた。それに対し、サハリン島渡航以降の作品では子から親へ
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の愛情が描かれるようになっている。例えば、『大主教』などは母親への愛情が作品のテ
ーマであり、『女の王国』も亡き父と母への主人公の愛情が繰り返し語られている。親子
の対立を描いている『私の人生』においてでさえ、労働者として生きようとする主人公ミ
サイルと肉体労働は卑しい人間のすることだと考える父親は互いに言い争っているが、ミ
サイルは父を憎んでいるわけではなく、「父と姉を私は愛している」23と家族に対する愛を
語っているのである。物語の終盤でミサイルが結婚後に父親が会いに来たとき、ミサイル
は不在で家には妻しかいなかった。このとき、親子の不仲を知っていた彼女はミサイルの
父親を追い返してしまう。これを聞いたミサイルは父親に同情し、すぐに急いで追いかけ
ていくことまでしている24。最後まで和解することのない非常に歪な親と子の関係が描か
れる作品とはいえ、息子ミサイルは父への愛情を事あるごとに示しているのである。こう
した親子の関係性の描写の変化に、サハリン島での経験が影響を見ることができる。 
 
 
結論 
 サハリン島渡航以降のチェーホフ作品に現れる家族を見ていくと、父親や母親、子どもの
誰かしらが亡くなっていることで欠けたものとなっているという特徴が認められた。この
特徴はチェーホフがサハリン島渡航以前には見られず、彼がサハリン島から帰還して以降
に書いた作品のみに当てはまる特徴である。いったい彼がサハリン島での調査で家族に関
する何を見たのか、この観点で彼の著書『サハリン島』を分析すると彼が「自由家族」とい
うサハリン島独特の家族のかたちを目の当たりにしていたことが明らかになった。そのた
め、罪人の島という特殊な環境下に適応するように生み出されたこの「自由家族」をはじめ
とするサハリン島独特の家族関係がチェーホフに強い影響を与えたのではないかと考えら
れる。その直接的な影響として作品のなかで子どもから親への愛情が作品に描かれるよう
になる点、そして間接的な影響として登場人物たちの家族が欠けているという特徴を生み
出したのではないだろうか。 
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